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高等教育における理 系女子の進路選択の動向にみ る諸問題の考察

フランス の 事例か ら

石井素子 （京都大学大学院〉

はじめに

本発表 で は、最近 30 年 ほ どの 時間軸を想定しっ

っ 、高等教育に お ける理系女子 の 進 路選択 の 動 向

につ い て、主として フ ラン ス の 事例 に焦点を当 て な

がら概観と分析を試 み て い く。

　 日本 にお い て は、1990 年頃、女子 の 高等教育進

学率 （大学・短大）が男子 の そ れ を上回 っ た事実が

知 られて い る。こ の 現象は当初 、理系 学生に お ける

女子 占有率を高め る方向に も作用 したか に見えた c

しか し、それから5 年後 の 1995 年辺 りを境に、しばら

く続い て い た 理 系女子学生 占有率 の 伸び は 止 まり、

以後現在 に至るまで 、横 ばい 傾 向を示 すようになっ

て い る。なぜ こうした 現象が観察される ように な っ て

い るの だろうか。

　こ こ で は、国際的な傾 向を参照 しな が ら、フ ラン ス

社会に お ける動 向と、 それ に つ い て の フ ラン ス の 教

育社会学者 の 言説 の あり方を検討 し、上 記 の 問い に

ア プ ロ ーチ するため の 補助線を敷設して みるこ とに

したい 。

匚表2］ 高等教育に おけ る理 系女子 占有率 1972− 1992

地域 19721992n

デ
ー

タ入手 可 能なす べ て の 国 15．421 ．471

ア フリカ 9．611 ．817

中束・北 ア フ リカ 19．22 フ．710

ア ジア 8．715 ．89

南米・カリブ海域 諸島 15．126 ．98

東欧 27、929 ．57

西 欧＊ 17．223 ．820

＊オース トラリア 、カナダ、ニ ュ
ージーラン ドを含む。米国デ

ー
タなし。

　　 　　 　　 　　　 　 出典：WDtipka ＆ Ramirez （2003）

1992 年に お い て女子 占有率が最も高い の は東欧

で あるが （29．5％〉、　
・一一

方 こ の 地域 は 20 年 間 で の

伸び率 が全地域で最低である。実際、同期間で の

各国の 女子 占有率 の 伸び の 比 較からは、東 欧以外

で も同じ傾 向が確認 され た。こ こ か ら、高水準か ら出

発 した 国 は 伸び が緩慢な傾向が観察され る こと、そ

して この 約 30％ とい う数値 は、理系 における女子 の

占有率 の 「天井」で あるという可能性が示唆され る。

（1）国際的な傾向

Wotipkaと Ra血 rez は、1972 − 92 年 の 20 年間を

対 象 に 、高 等 教 育 に お け る 理 系 （SCience　 a皿d

Engineering）専攻 学生 の クロ ス ・ナ シ ョナ ル デー
タを

分析し、以 下の 知見を得た。

　国際的に高等教育が拡大するなか 、全 専攻に 占

め る理 系 学生 の シ ェ ア が、多くの 国で 男 女ともに 低

下して い るこ とは確認され て い るが （［表 1］）、理 科系

専攻者に おける女子 の 占有率を見る と、世界的に見

て漸 増傾 向にあり、1972− 92 年 の 20 年 間で、15．8“／。

か ら21％に増加 して い る（［表 2］）。

［表1］高等教育に お ける理 系 専攻 者 の 割 合 19フ2−1992

地域 19フ21992

データ入 手可 能な すべ て の 国 （男 女 Xn＝81）

同上 （女 子 の み ）

同上 （男子 の み ）

21．911

．42

フ．6

18．59

．925

．2

（2 ）日本

　日本の高等教育は 1960年代後半から 70 年代 に

かけて量 的な拡大を遂げた が 、こ れ に は女子進学

者の 増加 が大 きく関与 して い る。そ の
一

方 で 、女 子

は 四年制で はなく短 大 へ 、四年 制 で も教員養成系

や薬学部など 「女性的な」専攻 へ 集中する傾向が強

まっ た。1975年から2005年まで の 期間を通じて大学

入学者全 体の 女子占有率 は 上昇を続けて い る中 で 、

各専攻系統 内の 女性比率の 推移 を見 て み た い 。

　「各専攻系統別 女子学生 占有率 （1975−2005 ） 」

の グラフ （発表 者が作成）は形状 の 類 似から、2つ の

グル
ープ に 分類で きる。そ の 内訳 は 、A）人文科学、

教育、薬学 と、B）医学、法学・政治学、理 学、商学・

経済学 、工 学で あ る。A）は 、期間を通 して 60％周 辺

を推移する、 女子 占有 率 の 非 常に高い 分野である。

薬学が 95 年をピークに減少傾向なの に対し、人文

科学と教育は 、ほ ぼパ ラレ ル な推移 を示 して い る，
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また B）の 医学、法学 ・政治学、理学、商学・経済学、

工 学 に 関 して は、75 年 当時の 女子 占有率がすべ て

20％以下で ある点 が共通して お り、
75 年と2005 年を

比較すると、い ずれも女子 占有率が大きく上昇した。

（医学（2．5 倍）、 法学・政治学 （3．9倍）、 理学 （L6

倍）、商学・経済学 （4．2 倍）、工 学（11倍））

また この グル ープ は推移 の パ ターン に 関しても類

似性が高 い 。75−85 年は、緩やかな増加、85−95 年

は 顕著な増加 、そして 95年以降につ い て は、法学・

政治学が増加傾向にある以外は横ばい が続く。

B）グル ープ の 中 で も特 に 、法 ・政治学 以外 の 医学 、

理 学 、
工 学 、 商学 ・経済学 の 4 つ の 系 統は パ タ

ー
ン

が非常に似て い る。商学・経済学は社会科学系であ

るが 、 これは、日本の 1975− 2005 年 の 時期 の 理 系

女子 占有率推移 パ タ
ー

ン の 典型 で あると見做 して 差

し支えない だろう。すなわち、30 年ス パ ン で 見れば、

大幅な増加、しかし95 年 を境に、上 昇傾向から停滞

へ と移行、とい うパ ター
ン で ある。

（3）フ ラン ス

1974 年創刊 の 月刊誌『Le　Mo 皿de　de　1’Education

（教育版ル ・モ ン ド） 』によっ て、〈 理 系科 目・理 系

専攻と女子 〉 の 関係が フ ラ ン ス の 教育業界で 問題

化され てきた／されて い る状況をトレ
ー

ス す るこ とがで

きる。決まり文句は 「理 系に は女性がこんなに少ない

（si　peu　de　femmes　dans　les　filiさres 　scientifiques ）」

で あ り、「男子 に 比 べ て女子 に は数学の 才能が な く

（moins 　dou6es）、 適性 がない （moins 　faites＞」、 とい う

クリシ ェ はフ ラン ス に お い ても生き続けて い る。

フ ラン ス で は女子 の 教育達成は男子よりも高 い とい

う教育社会学 の 知見は フ ラン ス の 教育界で よく知ら

れて い る 。 すなわち 「女子の ほ うが落第率が低い 、バ

カロ レ アの 合格率が高 い
、 教育年数が長 い 」。 しかし 、

女子の 優秀性を語る デ ィス クール に は 必ず、女子 の

理系専攻者が非常に少な い こと、そして 教育年数 の

長さに もか か わらず、高等教育修 了後 の 就労 の 局

面では 「割に合わな い 」状況 に甘んじさせ られる 、 と

い う指摘が セ ットで提示されるような条件付きの性格

が っ きまとっ て い る。

　 ［表 3］からわかるように、大学の 第1課程 での 理

工 系の 専攻者の女子 占有率 は 4割弱 で ある。これ は 、

全専攻系統 の 中 で もっ とも低い 水準に ある。こ の 傾

向は大学院レ ベ ル に相当する第 3課程に進ん で も

変わらない 。

また、フ ラン ス で は医学部 の 女性 占有率の 上昇が

著し い
。 日本でも医学部 の 女子 占有率は およそ

30％と人気が高まっ てい るが、フ ラン ス では第 1課程

にお い て 、女子 は現在 じっ に7割 を超え て い る、医

学部は 、
一

般的な理 系とは 区別して 語 られるの が普

通 で ある。
フ ランス の 医学部にお ける顕著 な 「女性化

徳 minisa 廿on）」に つ い ては別稿で論 じる予定であ

る。

（4）教育社会学者に よる言説一 フ ラン ス

デー
タを比較すると理系 の 女子 の プ レ ゼ ン ス は fi

本よりも、また国際的 にも相対的に高 い 位置を占め

るフ ラン ス で あるが、こ の ような状況は、フ ラン ス 教育

社会学に お い ても関心 の 対象とされて い る 。 この テ

ー
マ を研究・議論 して い る代表 的な教育社会学者と

し て は 、Chnstian　 Baudelot，　 Marie　 Dum −Bellat，
Michele 　 Ferrand，　 Nicole　 HUIin，　 FranGoise　 Imbert，

A 皿nette　Jarl6gan，　Ca重he血 le　Marry
，
　Nicole　Mosconi

らの 名 前を挙げることができる（Baudelot以外 はす べ

て女性）。たとえば彼らは、1）小 学校以来の 理 系教

育にお い て、教師たちが男子優位 の 見 方を暗黙の

前提 として い る事実や、2）教育現場や家庭 に おける

理 系女子 へ の エ ン カレ ッ ジメン トの 不足の 事実 、 さら

に 3）フ ラン ス に特徴的な独特 の 数学観 の あり方 （数

学がで きることが知 的「優秀さ」の最大 の 証とされ る）

が女子を理系 から遠ざけて い る事実など、それぞれ

が独立 した考察を必 要とする項 目を指摘して い るが、

そ の
一

方 で 、 フ ランス 国内 の状況 を国際比較によっ

て相対化するとい う論調は、さほ ど見 られない点に

特 徴をもつ 。日本 で の 状 況や言 説 と、フ ラン ス に お

けるそれ の 比 較 ・照合は、今後 の 必 須 の 課 題 とい う

べ きで ある。 たとえば 、 日本と比 べ た場合 、
フ ランス

で は女性の 生涯 労働は当然とされる傾 向が強く、両

者 の 理系教 育もそ の ような点 を考慮 しっ っ 、考察さ

れ る必 要 があると言えよう。
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